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あんずの花がランナーを後押しあんずの花がランナーを後押し
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問情報政策課  ☎（43）1118

　市が発信する行政情報を取得できる他、家族や友人、行政区
や各種グループでの情報共有ができます。
※�緊急情報の発信の他、防災情報も充実しています。日頃の
「備え」として、活用をお願いします。

●出前講座  実施中●

地域コミュニケーションアプリ地域コミュニケーションアプリ

　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

「もしも」の前にダウンロード！

　実施予定のイベントに変更が生じる場合が
あります。主催の問い合わせ先に確認いただく
か、山鹿市ホームページなどで確認ください。

防災行政無線の放送内容を聞くことができます。
※放送後24 時間以内　※通話料有料

問防災監理課  ☎（43）1113☎（41）9077☎（41）9077

５2025

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

　将来の夢は、人の気持ちがわかる助産師になることです。
そのために、苦手な算数や理科の勉強をがんばっています。
また、助産師は人の命に関わる責任のある仕事なので、家
族や友達を大切にし、人の思いに寄り添える人になりたい
です。

田
た

㞍
じ り

　留
る

雫
な

さん
大道小学校６年生

May
No.293

　３月20日の春分の日に、菊鹿町のあんずの丘ふれあい広
場を発着とする、第13回「清浦総理顕彰」あんずの丘マラ
ソン大会が開催されました。市民ランナーや親子連れなど
が、1.5㌔、３㌔、10㌔のコースを春風を受けながら最後ま
で走り切りました。

今月の表紙　　第 13 回あんずの丘マラソン大会第 13 回あんずの丘マラソン大会

目 次

　生活情報
３ 千人灯籠踊り参加者募集
４ 山鹿市教育委員会広報　ゆめーる　第72号
６ 山鹿市民医療センターからのお知らせ
７ 山鹿市消防団幹部紹介
８ はじまりました！「山鹿市認定防災士制度」
９ 後期高齢者健診と歯科口腔健診の受診券を郵送します
10 子ども・若者サポート情報
11 山鹿市ふれあい人権講座

誰もが住んでよかったと思える山鹿市をめざして
12 みんなの健幸手帳・休日在宅当番医および当番薬局

　お知らせ
14 案内版・中学校の部活動が変わり始めます

ひとりで抱え込まずに、まずはご相談を！
もう、ひとりで悩まない、みんなで支えあう社会へ

20 定例相談
21 およろこび・うぶごえ・おくやみ
22 わくわくネット
23 図書館スタッフおすすめの１冊・バンビ通信
24 街角ぐるっとNAVI

　投稿のページ
26 みんなの広場

今月の街角ギャラリー・八千代座催し案内
28 市民文芸
29 熊本ビューストピンディーズ
30 やまが職業相談総合センター

地域おこし協力隊通信



3　2025. ５　広報やまが

 

生
活
情
報

山鹿灯籠まつり 2025「千人灯籠踊り」

問問山鹿灯籠まつり実行委員会事務局（事務局：観光課）
　☎（43）1579

　毎年 8月 15・16 日の 2日間にわたり行
われる「山鹿灯籠まつり」は、幻想的な灯り
で彩られる夏の風物詩として、全国から多く
の観光客にお越しいただく本市の一大イベン
トです。なかでも、約千人の女性が金灯籠を
頭に掲げて舞う「千人灯籠踊り」は、幻想的
です。
　素敵な夏の思い出づくりに、山鹿が誇る「千
人灯籠踊り」に参加してみませんか。

●出演日時
　8月 16日㈯　午後8時～ 9時

●出演場所　山鹿小学校グラウンド

●対象者
　高校生以上の女性　
　※中学生は学校単位で別途募集します。

●参加費　無料

●条件
　・練習会に参加できる人
　　（初めての人、踊りに自信のない人は3回以上）
　・自身で着付けができる人

●申し込み方法
　二次元コードから申し込みください。
　※�山鹿地区から参加する人は、例年ど
おり回覧板などで申し込みください。

2024年の灯籠まつり
の様子はこちらから
ご覧ください。

参加者募集

山鹿の夏夜に映える、灯りの芸術
山鹿灯籠まつり 「千人灯籠踊り」

募集内容
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生
活
情
報

●
学
校
I※
C
T
整
備
事
業

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
児
童
生
徒
1
人

1
台
と
、
教
職
員
用
に
配
備
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
活
動
を
通
し
て
情※

報
リ
テ
ラ

シ
ー
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
子

ど
も
た
ち
に
対
応
し
た
「
公
正
に
個
別
最

適
化
さ
れ
た
学
び
」
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
I
C
T
機
器
を
活
用
し
た
授
業
づ

く
り
な
ど
の
支
援
の
た
め
、
I
C
T
支

援
員
を
配
置
し
ま
す
。

※
I
C
T
…
情
報
通
信
技
術

※
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
…
情
報
活
用
能
力

●
新
入
学
児
童
支
援
事
業

　

令
和
8
年
度
に
小
学
校
入
学
予
定
の
児

童
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

の
就
学
時
健
診
の
際
に
、
保
護
者
へ
希
望

調
査
を
行
い
、
令
和
8
年
度
の
入
学
式
の

日
の
贈
呈
に
向
け
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

山
鹿
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

く
、
令
和
７
年
度
の
主
な
事
業
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
は
骨
格
予
算
編
成
（
政

策
的
な
判
断
が
難
し
い
場
合
に
、
経
常
的

な
経
費
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
予
算
）
の

た
め
、
６
月
議
会
以
降
に
実
施
が
確
定
す

る
事
業
を
除
い
て
い
ま
す
。

 

教
育
支
援
の
充
実

●
不
登
校
対
策
事
業

　

不
登
校
傾
向
の
児
童
生
徒
が
在
籍

し
て
い
る
学
校
に
対
し
て
サ
ポ
ー
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
配
置
し
、
授
業
を
は
じ

め
と
し
た
学
校
生
活
に
お
け
る
個
別
指

導
や
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
不
登
校
の
児
童

【
基
本
理
念
】

生
徒
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切

な
指
導
や
学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育
充
実
事
業

　

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
や
、
特
別

支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
に
対

し
て
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
配
置

し
、
担
当
教
諭
と
協
議
し
な
が
ら
個
々

の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

●�

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

配
置
事
業

　

精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
有

す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
し
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
心
の
ケ

ア
を
は
じ
め
、
学
校
・
家
庭
・
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
、
児
童
生
徒
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
総
合

的
に
取
り
組
み
、
解
決
を
図
り
ま
す
。

●
外
国
語
指
導
事
業

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
積
極

的
に
活
用
し
、
児
童
生
徒
の
英
語
に
対
す

る
興
味
関
心
を
高
め
な
が
ら
、
英
語
力
向

上
を
図
り
、異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

●�

学
校
給
食
費
物
価
高
騰
対
策
支
援

事
業
（
小
中
学
校
）

　

物
価
高
騰
に
よ
り
学
校
給
食
用
の
食

材
費
が
上
昇
す
る
中
、
安
定
し
た
栄
養

バ
ラ
ン
ス
お
よ
び
量
を
保
っ
た
学
校
給

食
を
提
供
す
る
た
め
、
令
和
7
年
度
の

給
食
費
の
値
上
げ
分
に
対
す
る
補
助
を

行
い
ま
す
。

●
学
校
施
設
等
防
犯
対
策
強
化
事
業

　

犯
罪
企
図
者
の
侵
入
防
止
や
犯
意
の

抑
制
、
児
童
生
徒
な
ど
の
安
心
感
の
醸

成
を
図
り
、
学
校
な
ど
の
防
犯
対
策
を

強
化
す
る
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
行
い
ま
す
。

山鹿市教育委員会広報

第72号

ゆゆ
めめ
ーー

るる
山鹿市教育委員会
教育総務課
☎（43）1396

E-ma i l : ksoh@c i t y.
yamaga.kumamoto.jp

第
４
次　
山
鹿
市
教
育
振
興
基
本
計
画

　
　
　
　
　
　

古い
に
し
へ人
に
学
び  

つ
な
が
り  

支
え
あ
う

　
　
　
　
　
“ 

ふ
る
さ
と
山
鹿
の
創
造 

”

【
基
本
理
念
】

プレゼントされるランドセル

授業の様子
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社
会
教
育
の
振
興

●
読
書
活
動
推
進
事
業

　

市
立
図
書
館
・
図
書
室
を
つ
な
い
だ
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
全
蔵
書
か
ら
検
索
や

予
約
、
貸
し
出
し
、
返
却
の
利
用
が
市
内

２
館
３
室
の
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。

　

移
動
図
書
館
車
は
、
自
治
公
民
館
や
幼

稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
な
ど
、
市
内
65

カ
所
を
巡
回
し
、
読
書
活
動
を
多
方
面
で

推
進
し
ま
す
。

●
生
涯
教
育
推
進
事
業

　

市
民
が
心
の
豊
か
さ
や
生
き
が
い
を
感

じ
、
充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う
「
生

涯
大
学
」「
公
民
館
講
座
・
生
涯
学
習
講
座
」

「
自
主
講
座
」
を
開
設
し
ま
す
。
身
近
で

気
軽
に
学
べ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
学
習
意
識
を
高
め
、
社
会
参
画
や

社
会
貢
献
活
動
に
つ
な
げ
る
た
め
の
実
践

的
な
学
び
を
支
援
し
ま
す
。

●
青
少
年
健
全
育
成
事
業

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
む
」
の

理
念
の
下
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
や
学

校
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に

し
て
「
早
寝
、
あ
い
さ
つ
、
朝
ご
は
ん
」

運
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
下
校
時

の
巡
回
活
動
、
青
少
年
健
全
育
成
大
会

な
ど
を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
や
地
域
で
子
ど
も
を
育
む
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

 

文
化
の
振
興

●
伝
統
芸
能
映
像
記
録
事
業

　
山
鹿
市
内
に
継
承
さ
れ
て
い
る
無
形

民
俗
文
化
財
の
撮
影
を
行
い
、
記
録
映

像
と
し
て
各
団
体
の
保
存
継
承
活
動
に

役
立
て
る
ほ
か
、
市
内
の
民
俗
芸
能
な
ど

を
広
く
周
知
す
る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
令
和
６
年
度
か
ら
開
始

し
て
お
り
、
昨
年
度
は
各
保
存
会
の
協

力
に
よ
り
「
宗
方
万ま

ん

行ぎ
ょ
う」「

麻あ

生ぞ

野の

神
楽
」

「
迫さ

こ

の
雨
乞
い
太
鼓
」
を
映
像
化
し
ま
し

た
。
本
年
度
も
３
件
の
民
俗
文
化
財
を

撮
影
す
る
予
定
で
す

●
博
物
館
展
示
事
業

　

本
市
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
調
査
・

研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
生
か
し
た
企

画
展
示
を
実
施
し
ま
す
。
本
年
度
は
夏
休

み
に
古
民
家
で
カ
マ
ド
と
羽
釜
を
使
っ

た
炊
飯
や
肝
試
し
な
ど
の
体
験
企
画
、
こ

れ
ま
で
に
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料

の
展
示
、
昭
和
の
暮
ら
し
を
振
り
返
る
写

真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

●�

ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
普
及
事
業

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
一
環
と
し

て
「
山
鹿
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
、
幼
児
期
に
体
を
動
か
す
遊
び

に
親
し
み
、
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
知

る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
ス
ポ
ー
ツ
の
取

り
組
み
に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
・
運
動
の
習
慣
化
に
向
け
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ

Ｃ
Ｐ
）
の
普
及
を
図
り
、幼
児
や
子
ど
も
、

そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
親
子
で
の

運
動
教
室
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
な

ど
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
学
校
お
よ

び
家
庭
で
楽
し
く
体
を
動
か
す
機
会
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

生涯学習講座

博物館企画展

「おれんじ号」と「ぐるりん号」

迫の雨乞い太鼓



山鹿市民医療センターからのお知らせ山鹿市民医療センターからのお知らせ
市民の皆さんにさまざまな医療に関する情報をお届けします。 問山鹿市民医療センター　☎ (44)2185

診療科名 月 火 水 木 金
呼吸器内科 ※古川　嗣大 ※赤池　公孝 ※後藤　英介 ー ※後藤　英介
腫瘍内科 ー ー ー ー ※宮本　英明

消化器内科 中垣　貴志 竹熊　梨祐 本原　利彦 中垣　貴志
竹熊　梨祐 本原　利彦

内分泌・代謝内科 川崎　修二 ー 川崎　修二 ー 川崎　修二

循環器内科 大庭　圭介
清水　博　

大庭　圭介
清水　博　

※中山　智子
清水　博　

清水　博　
大庭　圭介

大庭　圭介
清水　博　

整形外科 (紹介外来制 )
横田　秀峰
樽美　備一
山口　裕介

工藤　智志
湯本　みずほ

樽美備一 /山口裕介

手　　術
（担当医）

工藤　智志
横田　秀峰
湯本　みずほ

手　　術
（担当医）

外科 別府　透
石河　隆敏

手　　術
（担当医）

別府　透（新患のみ）
石河　隆敏

増田稔郎 /辛島龍一

手　　術
（担当医）

別府　透
増田　稔郎
辛島　龍一

乳腺外科（予約制） ー ※冨口　麻衣 ー ー ー
泌尿器科 中村　圭輔 再来のみ 今藤　淳之助 ※神波　大己 教授 中村　圭輔

小児科
小澄　将士 小澄　将士 小澄　将士

（午後：予防接種）
小澄　将士（午前）
※石井　真美（午後） 小澄　将士

＊小児科の午後診療は、午後４時受け付け終了
耳鼻咽喉科 ー 非常勤医師 ー 非常勤医師 ー

眼科（予約制） 手　　術 特殊再来のみ 古島　京佳 古島　京佳 古島　京佳（午前）
非常勤医師（午後）

産婦人科 非常勤医師（午後）
（受付：午後２時～４時）

※片渕　美和子（午後）
（受付：午後1時～４時半）
（婦人科･思春期･更年期）

ー
非常勤医師（午前）
★非常勤医師（午後）
（受付：午後２時～４時）

非常勤医師（午前）

緩和ケア内科（予約制） ー 堀　和樹 ー 堀　和樹 ー
総合診療科 吉岡　明子 ー 吉岡　明子 ー 吉岡　明子

救急外来 泌尿器科医（午前）
吉岡　明子（午後） 吉岡　明子 大庭　圭介（午前）

清水　博　（午後）
奇数週：担当医
偶数週：吉岡　明子

外科医（午前）
消化器内科医（午後）

健診 髙木　茂 髙木　茂 髙木　茂 髙木　茂 髙木　茂
※非常勤医師　　★第2・第 4のみの診療となります

◎当日の受診に関する相談を除く電話は、平日午後２時から５時までが受け付けとなります。

外来診療担当医表

名称 担当医など 実施日 診療場所

外来化学療法
担当医 [毎週 ] 火曜・水曜

各診療科
※宮本　英明 [毎週 ] 金曜（がん薬物療法専門医）

禁煙外来 坂田　和子 [毎週 ] 月曜（午後）
Aブロック睡眠時無呼吸外来 坂田　和子 [毎週 ] 火曜・木曜（午後）

小児科予防接種 小澄　将士 [毎週 ] 水曜（受付時間午後１時半〜４時）
ストーマ外来 担当医 [毎週 ] 第３水曜（午後）

Bブロック
PEG外来 担当医 [毎週 ] 第２水曜（午後）

セカンドオピニオン外来 各専門医が担当します。詳しくはホームページをご覧ください。
予約については地域医療連携室にお尋ねください。

特殊・専門外来（予約制）� ◎特殊・専門外来の診療時間など詳しくは、各診療科にお尋ねください。

診療受付時間は午前８時半〜11時（予約再診の場合は午前８時から）

◎急患の場合は、この限りではありません。
※注意：学会などの都合で変更になる場合があります。	
◆最新の担当医表は、ホームページをご覧ください。

◀詳しくは
　こちら
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山鹿市消防団幹部紹介山鹿市消防団幹部紹介
〈団本部・分団長〉〈団本部・分団長〉

①① ②② ③③ ④④ ⑤⑤ ⑥⑥ ⑦⑦ ⑧⑧

　山鹿市消防団は、市民が安心して生活できるように消防水利の点検や機械設備などの訓練を行い、いかなる
災害が発生したとしても対応できるよう日々活動に取り組んでいます。

団本部

団本部の皆さんと早田順
じゅん

一
いち

市長

《阿蘇品宏
ひ ろ

和
か ず

（山鹿）、池田光
こ う

次
じ

朗
ろ う

（八幡）、奥村功
こ う

一
い ち

（大道）、村井和
か ず

幸
ゆ き

（米田）》
《淵上弘

ひ ろ

教
の り

（三玉）、坂本勇
ゆ う

一
い ち

（川辺）、古家智
と も

明
あ き

（平小城）、西田賢
た か

宏
ひ ろ

（三岳）》
《鬼塚武

たけし

（岳間）、野中洋
ひろし

（岩野）、白田雅
ま さ

哉
や

（広見）》
《金光雄

ゆ う

二
じ

（城北）、俣山敏
と し

晴
は る

（六郷）、原口貴
た か

祐
ひ ろ

（内田）》
《酒井秀

しゅう

一
い ち

（来民）、富野世
せ い

士
し

（中富）、富田健
け ん

（稲田）》
《柳原健

け ん

史
し

（千田）、原崇
しゅう

逸
い ち

（米野岳）、有働康
や す

裕
ひ ろ

（山内）》

　消防団員への成り手不足が深刻になってきています。「自分たちの地域は自分たちで守る。」やまがを愛する
若い人の消防団員への加入をよろしくお願いします。

分団長

分団長の皆さん

（④手島秀
ひ で

隆
た か

団長、⑤松山憲
け ん

一
い ち

副団長）
（③岸岡弘

ひ ろ

章
あ き

副団長、⑥小材高
た か

臣
お み

副団長、⑦立花優
まさる

副団長）
（①江藤怜

りょう

副団長、②野口淳
じゅん

也
や

副団長、⑧野中和
か ず

久
ひ さ

副団長）



 

生
活
情
報

広報やまが　2025. ５　8

はじまりました！はじまりました！「山鹿市認定防災士制度」「山鹿市認定防災士制度」

防災監理課からのお知らせ防災監理課からのお知らせ 問防災監理課　☎ (43)1113

　４月から、地区防災力の向上と災害発生時の共助促進のため、行政区（自主防災組織）などからのニーズにより、市
役所が認定防災士と行政区（自主防災組織）などとの連携の橋渡しをする「山鹿市認定防災士制度」がはじまりました。
　認定防災士による自主防災組織などの活性化により、大規模災害発生時への備えを促進してみてはいかがでしょうか。

　必要とする行政区（自主防災組織）や学校、企業などに認定防災士を紹介しますので、お気軽に
相談ください。

③�認定防災士が
　地区の防災活動
　（研修・訓練）に
　参画

①�「認定防災士名簿」に
　防災士を登録
　�（研修・訓練により、
　認定防災士をスキルアップ）

１　平　常　時
　①�行政区（自主防災組織）や学校、企業などとの連携（研修・訓練に

企画・計画段階から参画）
　②隣近所、地元企業などへの防災啓発活動
　③県、市が実施する研修・訓練への参加による自らのスキルアップ

２　災害発生時
　①自主防災組織の本部要員などとして活躍
　②自治体、救助隊への協力
　③避難所運営スタッフとしての活動
　④災害ボランティアとしての活動

②行政区
　（自主防災組織）など
　からのニーズに基づき、
　認定防災士を紹介
　（居住区・近隣区基準）

◎自主防災組織の確立・活性化
◎認定防災士が災害発生時にも活躍

《認定防災士制度の概要》

《認定防災士に行っていただくこと》

自　助 ･ 共　助
［ 認定防災士 ］

防災士としての社会貢献

公　助
［ 市役所  ］

自主防災組織の活性化
防災士の活動基盤の構築、

のお手伝い

共　助
［行政区、学校および企業など］

地区防災基盤の構築・向上
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●後期高齢者健診
※集団・個別健診ともに予約が必要です。

後期高齢者健診と歯科口
こ う く う

腔健診の
受診券を郵送します

受診券の色 対象者 健診の種別

ピンク色 後期高齢者医療保険加入の人
（障がい認定の65歳以上の人を含む） 後期高齢者健診

オレンジ色 国民健康保険加入者で６月～令和８年３月末までに
75歳を迎える人

健診当日の保険種別により国保特定健診か
後期高齢者健診のどちらか

緑色 後期高齢者医療保険加入の人
(障がい認定の65歳以上の人を含む ) 歯科口腔健診

●健診受診券の色の違い

●歯科口腔健診
自己負担額　400円
実施時期　　６月～令和８年３月末まで
◦�ご希望の歯科医院（指定医療機関）に予約が必要で
す。詳しくは受診券と同封の書類をご覧ください。
◦�健診期間中（６月～令和８年３月末）に 75歳を
迎える人には受診券は郵送しません。誕生月の前
月に開催する 75歳年齢到達者説明会のときに配
布します。

注意事項
◦�後期高齢者健診は、集団健診か個別健診のどち
らかを選んで受診してください。誤って両方受
診した場合、また同じ健診を重複して受診した
場合は、いずれかの健診が全額自己負担（８千
円程度）になります。
◦�健診日時点で後期高齢者医療保険の資格が無い
人は受けられません。健診を受けた後に資格が
無いことが判明した場合は、健診費用（８千円
程度）を返還していただきます。

問国保年金課  後期医療年金係　☎(43)1576

　年に１度は健診を受けて、体の状態を確認しましょう。

　後期高齢者医療保険制度加入者を対象に、後期高齢者
健診と歯科口腔健診を行います。対象者には５月下旬に
受診券を郵送しますので、検査項目や受診できる医療機
関など詳しくは同封の書類をご覧ください。

　健診結果から、日常生活指導が必要と判断された人は、
山鹿市（または山鹿市から委託された事業所）の保健師・
栄養士などがご自宅を訪問することがあります。

集団健診 個別健診

自己負担額 800円

実施期間 ６月〜８月中旬 ６月〜
令和８年３月末

予 約 先

健康増進課
☎ (43)0050

※�がん検診を申し
込んでいる人は
予約不要です

ご希望の医療機関
（指定医療機関）

詳しくは受診券と同封の書類
をご覧ください。

　歯科口腔健診は、歯や歯ぐきの状態だけ
を診るのではなく、口の衛生状態や、かんだ
り、飲み込んだり、話したりするための口腔
機能もチェックします。口腔機能が衰えると、
全身の健康・栄養状態に影響を及ぼすことが
分かっています。
　健診を受けることで病気や問題を早期発見
でき、早期治療につなげることができます。
体の健康を守るため、定期的に健診を受けま
しょう。
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問山鹿市消費生活センター　☎ (43)0188
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開催日 会　場 テーマ 講師

６月17日（火）鹿本市民センター【人はなぜ差別するのか？】自分の中の差別性を見つめ、これからの生き方を見つめ直してみませんか。
熊本県人権教育研究協議会
会長　森山　資

まさ

典
のり

さん

７月 26日（土） 山鹿市内３会場
【やまが人権のつどい】午前３分科会、午後３分科会、それぞれに講話と実践発表があり、
多様な学びを準備しました。興味関心がある分科会にぜひ参加してみませんか。
※詳しくは次号以降にお知らせします

８月４日（月） 鹿本市民センター【戦後80年　今、本当に平和ですか？】高校生平和大使から熱いメッセージ、どのように受け止めますか。
熊本県高校生平和大使の

皆さん

９月 11日（木）鹿本市民センター
【家族・なかま、そして、自分】「歌」と「語り」を通して、
身近な人への思いを伝えてくれます。心の温度を少し上
げてみませんか。

人権バンド「ゆう」の
皆さん

10月中旬 鹿本市民センター
【ジェンダーギャップ（男女格差の中で）】男社会の中で
生きてきた女性の思いとは？今だから、伝えたいことが
あります。

鹿央運輸 　代表取締役社長
竹下　由

ゆ

美
み

さん

11月 13日（木）鹿本市民センター【外国の人と共に生きる社会】外国にルーツを持つ子どもや大人たちの思いや困り感をぜひ知ってください。
NPO法人外国から来た

子ども支援ネットくまもとの皆さん

12月６日（土） 山鹿市民
交流センター

【やまが人権フェスティバル】前半はブース形式で、さ
まざまな体験や学び。後半は障がいと共に生きる人のお
話。いろいろな人の思いに触れることができます。

講演、各種ブースなど

令和８年
１月20日（火）鹿本市民センター

【身近な人権問題】他の参加者と一緒に考え、活動する
ことを通して人権の大切さを実感することができます。
新しい学びの形を体験してみませんか。

人権モニターの皆さん

※７月・12月以外は、約70分の講座となります。
※１回のみの参加でも構いません。
※開催日時、会場、内容は講師の都合などにより変更する場合があります。

　3月 21日に山鹿市男女共同参画審議会会長の坂口里
さと

美
み

さんか
ら、「第３次山鹿市男女共同参画」の令和 6年度事業取り組みに
関する意見書の提出がありました。
◦主な提言内容
　・各種審議会は全庁一体となって男女等比を目指すこと。
　・�ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた市内企業の取り組
みの好事例を発信すること。

　・�地域における固定的性別役割分担意識の解消を行い、女性と
若者に選ばれる山鹿市をめざすこと。　

　早田順
じゅん

一
い ち

市長は「誰もが山鹿市に住んでよかったと思ってもらえるまちづくりを全職員で
取り組んでいきたい」と述べ、多くの意見が寄せられたことに感謝を伝えました。
　意見書の内容は山鹿市ホームページを確認ください。

  山鹿市ふれあい山鹿市ふれあい人権講座人権講座  　　

受講
無料

参加対象　山鹿市に住んでいる人または勤めている人
受 講 料　無料
申し込み　下記❶〜❺のいずれかの方法で「⑴名前（ふ
りがな）　⑵住所　⑶電話番号」をお知らせください。
❶来庁　山鹿市役所３階　人権啓発課　
❷電話　(43)1199　
❸ FAX  (44)0373（様式は任意）

❹ Eメール jinken@city.yamaga.kumamoto.jp（件名に
　「ふれあい人権講座申し込み」と入力してください）
❺�二次元コード　予定表下の二次元コードを読み取り、
必要事項を入力してください

締切　参加申し込みは開催期間中随時受け付けています
内容　下記予定表のとおり年８回予定

ふれあい人権講座
申し込み

問人権啓発課　☎(43)1199
さまざまなテーマから人権について考えてみませんか？
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ーー 誰もが住んでよかったと思える山鹿市をめざして  誰もが住んでよかったと思える山鹿市をめざして ーー

左から早田市長と坂口会長

▲山鹿市
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050

「健幸なまち山鹿」を目指して健幸都市宣言を行いました。
※健幸とは…健やかで幸せに暮らすこと。
このページでは健幸に関する情報をお届けします！

　メタボリックシンドローム（内臓脂肪の蓄積）は体に負担をかける生活習慣が原因で、高血圧や糖尿病・脂質異常症な
どの発症リスクを高めます。さらに、この状態を長年放置すると、脳梗塞や心筋梗塞など命にかかわる病気の危険性が高
まります！後遺症が残ると、日常動作や就労・収入など私たちの生活にも大きく影響します。また、生活習慣病の多く
は自覚症状がなく、気づかないうちに悪化しやすい特徴があります。山鹿市が実施する特定健診の結果では、約３割の
人がメタボおよびメタボ予備軍に該当しています。

メタボリックシンドローム（メタボ）って？メタボリックシンドローム（メタボ）って？

●生活習慣病になりたくない！どうしたらいいの？
　生活習慣病は私たちの命や生活に影響する怖い病気ですが、早期発見して生活習慣の見直しを行うことで大きな
「予防」効果が期待できます！
　そのため、年１回の健康診断で健康状態を確認するとともに、生活習慣を振り返ることが大切です。

体に負担をかける生活習慣
　・食生活の偏り、過食
　・運動不足
　・タバコ
　・飲酒
　・ストレス　　　　など

高血圧
糖尿病
脂質異常症

内臓脂肪の蓄積

脳梗塞
心筋梗塞

慢性腎不全など

●私はメタボ？チェックしてみよう！（A・Bともに特定健診で測定できます）
ウエスト（へそ回り）
□男性　85㎝以上
□女性　90㎝以上

A □空腹時の血糖値　110㎎ /dl 以上
□収縮期血圧130mmHg以上または拡張期血圧85mmHg以上
□中性脂肪150mg/dl 以上またはHDLコレステロール40mg/dl 未満
□上記①～③に関する薬を飲んでいる

B

◆メタボ基準…　　　に加えて　　　のうち２項目以上に当てはまるA B

●おトク
4 4 4

な健診の機会を逃していませんか？
　山鹿市では、19歳～74歳までの国民健康保険加入者向けに内臓脂肪の蓄積に着目した「特定健診」を実施して
います。通常9千円程度かかる健診を千円の自己負担で受診することができます。さらにクーポン対象者は無料で
受診可能です。
　山鹿市国保加入者には、5月末に特定健診（若年健診）受診券を郵送しますので、この機会にぜひご利用ください。
社会保険加入者は、勤務している会社や加入している健康保険の担当窓口にお尋ねください。

おトクにメタボを予防・解消するチャンスです！

［クーポン対象者］
令和７年度特定健診および若年健診クーポン対象者
・36歳：平成元年４月２日〜平成２年４月１日生まれ
・41歳：昭和59年４月２日〜昭和60年４月１日生まれ
・46歳：昭和54年４月２日〜昭和55年４月１日生まれ
・51歳：昭和49年４月２日〜昭和50年４月１日生まれ
・令和６年度転入者
　（年度末年齢19〜74歳で、転入時から継続して山鹿市国保に加入している者）
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５月の休日在宅当番医および当番薬局５月の休日在宅当番医および当番薬局

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会 ☎（44）2086〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

３日㈷ 吉里医院 / 藤原クリニック 鹿校通薬局 / まつ薬局
４日㈷ 山鹿中央病院 城北中央薬局
５日㈷ 星田内科医院 / きくか松岡クリニック まつ薬局
６日㉁ 大橋通クリニック / まえはら泌尿器科クリニック 江上薬局大橋通 / きらきら薬局 / まつ薬局

11 日㈰ 中川医院 / 小林医院 ハニー薬局
18 日㈰ 徳永内科小児科クリニック クオール薬局山鹿店
25 日㈰ 山鹿回生病院 / 後藤整形外科医院 えいせい堂薬局

　１月下旬に19歳以上の人を対象に、各種がん検診調査票を郵送しています。申し込みがまだ
で希望する人は、忘れずに申し込みください。
●申し込み方法　右記の二次元コードから申し込みください。
　（あるいは、希望調査票に記入の上、同封している封筒に入れて郵便ポストに投函）
●申込期限　５月11日㈰
　（希望調査票を返信する場合は、５月９日㈮に健康増進課必着分まで）
※�期限を過ぎると、６月開始予定の各種検診などの案内には間に合いません（集団検診は７月末
以降の案内になります）。申し込み者多数のため、ご了承ください。

〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健幸手帳〜健幸手帳〜

各種がん検診などの二次募集各種がん検診などの二次募集

▲申し込み

　山鹿市では少子化対策の一環として経済的負担の軽減を図るため、子どもを望む夫婦（事実
婚関係などのパートナー含む）の不妊治療費の一部助成を行っています。詳しくは、山鹿市ホー
ムページをご覧ください。

不妊治療費助成事業のお知らせ不妊治療費助成事業のお知らせ

献血献血にご協力ください！にご協力ください！ 問熊本県赤十字血液センター　☎ 096(384)6725

※�天候などにより
　中止または延期する
　場合があります

献 血 日 ５月14日㈬ ５月14日㈬ ５月28日㈬

場　　所 ひだまり駐車場 保利病院 JA鹿本本所

受付時間 午前９時半〜正午 午後１時半〜３時半 午前９時半〜11時45分

▲山鹿市



広報やまが　2025. ５　14

 

お
知
ら
せ

◦体育館◦体育館　　
　３日㊗〜５日㊗　８：00〜　３日㊗〜５日㊗　８：00〜
　　ピンディーズカップ高校生女子ハンドボール大会　　ピンディーズカップ高校生女子ハンドボール大会
　９日㊎〜11日㊐　９：00〜　９日㊎〜11日㊐　９：00〜
　　第 70回全九州ハンドボール総合選手権大会　　第70回全九州ハンドボール総合選手権大会
　17日㊏　13：00〜　17日㊏　13：00〜
　　リーグH（ハンドボール）　vs アランマーレ富山　　リーグH（ハンドボール）　vs アランマーレ富山
　24日㊏・25日㊐　８：00〜　24日㊏・25日㊐　８：00〜
　　熊本県高校総体　バドミントン競技　　熊本県高校総体　バドミントン競技

カルチャースポーツセンターカルチャースポーツセンター
イベント情報（５月）イベント情報（５月）
※各イベントの時間は、開会時間とは異なる場合があり
　ます。詳しくはイベント主催者へ問い合わせください。

◦多目的グラウンド◦多目的グラウンド
　３日㊗〜６日㊡　９：00〜　３日㊗〜６日㊡　９：00〜
　　近県高校サッカーフェスティバル　　近県高校サッカーフェスティバル
　３日㊗〜６日㊡　８：00〜　３日㊗〜６日㊡　８：00〜
　　第 25回日本少年野球熊本大会　　第25回日本少年野球熊本大会
　７日㊌〜９日㊎　８：00〜　７日㊌〜９日㊎　８：00〜
　　スーパー古希野球九州大会　　スーパー古希野球九州大会
　11日㊐　８：00〜　11日㊐　８：00〜
　　隊友会GG大会　　隊友会GG大会
　24日㊏・25日㊐　９：00〜　24日㊏・25日㊐　９：00〜
　　熊本県高校総体　サッカー競技　　熊本県高校総体　サッカー競技
　30日㊎・31日㊏　８：00〜　30日㊎・31日㊏　８：00〜
　　熊本県高校総体　サッカー競技　　熊本県高校総体　サッカー競技
◦テニスコート◦テニスコート
　３日㊗〜６日㊡　９：00〜　３日㊗〜６日㊡　９：00〜
　　2025第二回西日本高校ソフトテニスフェスタ in 山鹿　　2025第二回西日本高校ソフトテニスフェスタ in 山鹿

◦市民球場◦市民球場
　３日㊗〜６日㊡　８：00〜　３日㊗〜６日㊡　８：00〜
　　第 25回日本少年野球熊本大会　　第25回日本少年野球熊本大会
　７日㊌〜９日㊎　８：00〜　７日㊌〜９日㊎　８：00〜
　　スーパー古希野球九州大会　　スーパー古希野球九州大会
　24日㊏・25日㊐　８：00〜　24日㊏・25日㊐　８：00〜
　　Gカップボーイズリーグ熊本支部予選（硬式野球）　　Gカップボーイズリーグ熊本支部予選（硬式野球） 問問��カルチャースポーツセンター　☎(43)カルチャースポーツセンター　☎(43)00900090

中学校の部活動が変わり始めます
～休日は「地域クラブ活動」へ～

問生涯学習・スポーツ課　☎ (43)1150

　少子化や学校の働き方改革から、学校部活動の存続が困難となってきています。そのため子どもたちがスポー
ツおよび文化・芸術活動に継続して親しむ機会を確保できるように、中学校部活動の地域移行が全国的に進め
られています。
　山鹿市では、令和6年 12月に「学校部活動の教育的意義を継承し、学校と連携しながら、生徒がやりたい
スポーツ及び文化・芸術活動を継続的かつ専門的に親しみ生徒の資質と能力の向上を確保、維持すること」を
目指す姿とする「山鹿市立中学校部活動地域移行基本方針」を策定しました。
　この基本方針を基に、令和 7年度は、野球部をモデルに休日における部活動地域移行の試行を開始します。
この試行実施から山鹿市立中学校
の部活動地域移行が今後スムーズ
に展開できるように取り組んでい
きます。
　山鹿市立中学校部活動地域移行
基本方針および概要版を山鹿市ホー
ムページに掲載しています。下記
の二次元コードからホームページ
をご覧ください。

▲山鹿市
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♥ホームページ♥ ⇒ https://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514-1
建設業の許可  石工事  熊本県知事般ー2  第12675号 

・お墓をつくりたい。
・お墓をお掃除したい。
・お墓をリフォームしたい。
・墓誌に記名したい。

お 墓 の メ テン ナ ン ス

36-9668☎
（0968）
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問福祉課　☎（43）１１６７

　市では包括的な相談体制を整えることで、どの相談窓口であっても、相談内容に応じて適切に関係機関などにつな
ぎ、継続的な支援を行っています。相談は無料です。秘密は守られます。また、自分から助けを求めることができな
い場合もありますので、周りに困っている人がいたら相談してください。

　ひとりぼっちだと感じる孤独、人とのつながりが少ない孤立。こうした感情や状態は、
誰にも起こりうることです。どうか、ひとりで悩まずに、少しだけ気持ちを吐き出してみ
ませんか。
　福祉総合相談窓口をはじめ、市の相談窓口では孤独・孤立に関する相談も受け付けてい
ます。また熊本県のひきこもり地域支援センターでは、専門スタッフによる相談対応はも
ちろん、本人のつどいや家族セミナーも開催されています。
　孤独・孤立対策強化月間の取り組みをはじめ、少しでも支援の輪が広がるよう、皆さま
のご理解とご協力をお願いします。

福祉総合相談窓口福祉総合相談窓口

生活自立相談窓口生活自立相談窓口

　生活のこと、家族のこと、どこに相談したらいいのかわからないことなど、あらゆる
「困った」の相談を受け付け、関係機関へのつなぎ、継続した支援などを行います。
　ひきこもりや孤独・孤立についても、まずは相談ください。
◦開設場所　福祉課９番窓口、山鹿市社会福祉協議会の鹿北・菊鹿・鹿本・鹿央の各支所

　経済的な困りごと、仕事に就くための支援、家
計の見直しなど、自立した生活ができるための相
談を受け付けています。
◦開設場所
　福祉課９番窓口

権利擁護相談窓口権利擁護相談窓口
　認知症や障がいで判断能力が不十分でも自分ら
しく生活できるよう、成年後見制度の利用などの
相談を受け付けています。
◦開設場所　やまが成年後見センター　
　　　　　　（山鹿健康福祉センター内）
◦住　　所　山鹿市中578番地
　　　　　　☎ (36)9211　FAX (36)9310

ひとりで抱え込まずに、まずはご相談を！ひとりで抱え込まずに、まずはご相談を！
福祉総合・生活自立・権利擁護　相談窓口のご案内

もう、ひとりで悩まない、みんなで支えあう社会へもう、ひとりで悩まない、みんなで支えあう社会へ
５月は「孤独・孤立対策強化月間」です。

問熊本県ひきこもり地域支援センターゆるここ　☎096(386)1177

案　内　版　案　内　版　InformationInformation



（公社）熊本県浄化槽協会・山鹿支部からのお知らせ
浄化槽は、適正な施工に加えて定期的な点検、清掃、法定検査が必要です。
県・山鹿市および当協会では、単独浄化槽から合併浄化槽への転換の推進に
取り組んでおり、さらに協会独自で１件で５万円の助成制度があります。
令和７年度は①予算範囲で先着順、②浄化槽施工業者による施工が必要です。

公益社団法人熊本県浄化槽協会　
上益城郡嘉島町上仲間227-8　☎096-284-3355詳しくはコチラ■■■▶　
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今
月
の
市
税
・
保
険
料
な
ど
の
納
期
限

・
固
定
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税
（
第
１
期
）

・
軽
自
動
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税
（
全
期
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◦
納
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６
月
２
日
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納
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◦�
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粕
は
、
農
薬
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
害
虫
の
駆
除

目
的
で
使
用
す
る
と
農
薬
取
締
法

違
反
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
椿
油
粕

に
は
魚
介
類
に
影
響
の
あ
る
成
分

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
肥
料
と
し

て
使
用
す
る
場
合
は
水
を
張
っ
た

水
田
や
、
用
排
水
路
や
池
な
ど
に
流

出
し
や
す
い
場
所
で
は
使
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

問
鹿
本
地
域
振
興
局

　
　
　
　
　

農
業
普
及
・
振
興
課

☎（
44
）２
１
１
８

【�

昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
あ

る
人
・
初
め
て
申
請
す
る
人
】

・
窓
口
で
申
請
す
る
場
合

　

�　

各
種
障
害
者
手
帳
、
自
動
車
検

査
証
、
納
税
通
知
書
、
申
請
す
る

車
両
を
日
常
的
に
運
転
す
る
人
の

運
転
免
許
証
、個
人
番
号
（
通
知
）

カ
ー
ド

・
郵
送
で
申
請
す
る
場
合

　

�　

各
種
障
害
者
手
帳
の
写
し
、
自

動
車
検
査
証
の
写
し
、
納
税
通
知

書
、
申
請
す
る
車
両
を
日
常
的
に

運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
の
写

し
、
個
人
番
号
（
通
知
）
カ
ー
ド

の
写
し
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
期
限　
６
月
２
日
㈪

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
２
１

問�

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
２
０

 �

普
通
自
動
車
税(

種
別
割)
の       

納
付
期
限
は
６
月
２
日
㈪

　

４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有

し
て
い
る
人
へ
、
普
通
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
納
税
通
知
書
を
送
付

 

お
知
ら
せ

▲自動車税
種別割Q&A

▲�県税の納付
方法
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◦�

出
品
作
品　
１
人
１
部
門
１
点
で

２
部
門
ま
で
（
テ
ー
マ
は
自
由
）

◦
出
品
料　
１
点　

千
円

◦�

表
彰　
部
門
ご
と
に
金
賞
１
点
、
銀

賞
１
点
、
銅
賞
１
点
、
奨
励
賞
２
点

以
内
、
佳
作
数
点
を
決
定
し
、
審
査

結
果
は
入
賞
者
に
通
知
し
ま
す
。
入

賞
者
に
は
作
品
展
示
期
間
の
初
日
に

表
彰
式
を
開
催
し
、
表
彰
状
を
授
与

し
ま
す
。
各
部
門
の
金
賞
、
銀
賞
、

銅
賞
に
は
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

�　

�　

各
部
門
の
金
賞
、
銀
賞
の
受
賞

作
品
は
、
令
和
８
年
度
に
開
催
さ

れ
る
第
38
回
全
国
健
康
福
祉
祭
埼

玉
大
会
美
術
展
に
出
品
し
ま
す
。

　

�　

令
和
７
年
開
催
の
第
37
回
全
国

健
康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会
美
術
展
に

出
品
さ
れ
る
人
お
よ
び
出
品
の
権

利
を
持
た
れ
て
い
る
人
の
作
品
に

つ
い
て
も
、
出
品
申
し
込
み
を
受

け
付
け
し
、
会
場
に
展
示
し
ま
す

が
、
審
査
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

◦�

申
込
期
間　
５
月
１
日
㈭
～
７
月

18
日
㈮

◦�

申
し
込
み
方
法　
長
寿
支
援
課
な

ど
に
置
い
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦�

展
示
期
間　
９
月
30
日
㈫
～
10
月

５
日
㈰

◦�
展
示
場
所　
熊
本
県
立
美
術
館
分
館

問
（
一
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

も
、４
月
末
日
ま
で
に
用
紙
コ
ー
ナ
ー

を
撤
去
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
申
告
や
届
け
出
、
納
付
な
ど
の
手
続

き
は
、
簡
単
で
便
利
な
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
い
た
だ
く
か
、「
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
の
各
種
用
紙
を
自
身

で
出
力
し
て
使
用
い
た
だ
く
な
ど
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
山
鹿
税
務
署　

☎（
44
）２
１
８
１

※
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
択

 �

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の

 �

ご
家
族
へ

　

対
象
と
な
る
皆
さ
ん
に
「
補
償
金
」

を
支
給
し
ま
す
。

・�

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
お
電
話
で
相
談
く
だ
さ
い
。
不

安
な
気
持
ち
や
質
問
に
も
丁
寧
に

答
え
ま
す
。

・�

こ
の
補
償
金
は
、
国
が
誤
っ
た
隔

離
政
策
に
よ
り
、
元
患
者
の
ご
家

族
の
皆
さ
ま
に
多
大
の
苦
痛
と
苦

難
を
強
い
て
き
た
こ
と
を
心
か
ら
お

詫
び
し
、
そ
の
精
神
的
苦
痛
を
慰

謝
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

◦
対
象
者

【
補
償
金
額
１
８
０
万
円
】

ア　

配
偶
者
（
事
実
婚
も
含
む
）

イ　

親
、
子

 
若
者
を
狙
う
も
う
け
話
に

 
ご
注
意
く
だ
さ
い

　　

５
月
は
進
学
や
就
職
後
の
新
生
活

に
慣
れ
、
新
し
い
環
境
で
の
ト
ラ
ブ
ル

に
注
意
が
必
要
な
時
期
で
す
。
大
学
生

な
ど
に
な
る
と
行
動
範
囲
が
広
が
る

一
方
、
出
会
い
の
中
で
投
資
な
ど
に
勧

誘
さ
れ
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。
も
う
け

話
を
う
の
み
に
せ
ず
、
投
資
や
副
業
は

不
要
で
あ
れ
ば
固
く
断
り
、
借
金
し

て
ま
で
の
契
約
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
際

は
、
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎︵
43
︶０
１
８
８

問
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

 

税
務
署
窓
口
に
お
け
る

 

用
紙
コ
ー
ナ
ー
の
廃
止

　

国
税
庁
で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
税
務

手
続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る

社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
日
常
使

い
慣
れ
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用

に
よ
り
、
簡
単
で
便
利
に
、
効
率
的

で
誤
り
の
な
い
申
告
や
納
税
を
実
現

で
き
る
環
境
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
全
国
の
各
税
務
署
に

お
い
て
用
紙
コ
ー
ナ
ー
の
撤
廃
を
進

め
て
お
り
、
山
鹿
税
務
署
に
お
い
て

ウ　

�

親
や
子
の
配
偶
者
お
よ
び
配
偶

者
の
親
や
子
な
ど

【
補
償
金
額
１
３
０
万
円
】

エ　

兄
弟
姉
妹

オ　

祖
父
母
、
孫

カ　

�

祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
の
配

偶
者
お
よ
び
配
偶
者
の
祖
父

母
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
な
ど

キ　

�

曽
祖
父
母
、ひ
孫
、お
じ
、お
ば
、

お
い
、
め
い

※�

同
居
な
ど
一
定
の
要
件
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦�

請
求
期
間　
令
和
11
年
11
月
21
日

ま
で

◦�

受
付
時
間　
月
曜
か
ら
金
曜
日
の

午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
土
日

祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

問
厚
生
労
働
省
補
償
金
相
談
窓
口

☎
０
３
（
３
５
９
５
）
２
２
６
２

 
募　
集

 �

第
3７
回
熊
本
県
シ
ニ
ア
美
術
展

作
品
募
集

◦��

出
品
資
格　
令
和
８
年
４
月
１
日

時
点
で
60
歳
以
上
で
あ
る
県
内
在

住
の
ア
マ
チ
ュ
ア

◦�

出
品
部
門　
日
本
画
、
洋
画
、
写

真
、
書
、
彫
刻
、
工
芸
の
６
部
門

▲国税相談

▲�国税庁様式
検索

 

お
知
ら
せ

▲厚生労働省
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 �「
点
訳
・
朗
読
（
音
訳
）
奉
仕
員

養
成
講
座
」
受
講
生
募
集

　

本
講
座
は
、
視
覚
障
が
い
者
に
対

す
る
書
籍
な
ど
の
点
訳
、音
訳
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
や
技
術
を
修
得
す
る
も
の
で
す
。

　

視
覚
障
が
い
者
概
論
、
点
訳
・
音

訳
の
基
礎
か
ら
応
用
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
電
子
デ
ー
タ
作
成
方
法
な
ど

を
学
び
ま
す
。

◦�

対
象　
視
覚
障
が
い
者
福
祉
に
理

解
と
熱
意
が
あ
る
人

◦
定
員　
い
ず
れ
も
15
人

◦�

費
用　
無
料
（
た
だ
し
、
講
習
会

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実
費
）

◦�

開
講
式　
６
月
９
日
㈪　

午
後
１

時
半

◦�

講
習
期
間　
６
月
12
日
㈭
～
12
月

11
日
㈭
の
毎
週
木
曜　

午
後
１
時

～
４
時
（
全
24
回
）

◦�

申
込
期
限　
５
月
30
日
㈮
ま
で
に

熊
本
県
点
字
図
書
館
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
点
字
図
書
館（
水
曜
休
館
）

☎
０
９
６（
３
８
３
）６
３
３
３

 「
米
野
山
城
跡
」
見
学
会

 

参
加
者
募
集

　

古
代
よ
り
信
仰
深
き
寺
院
が
建
て

ら
れ
、
鹿
央
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
知

ら
れ
る
米
野
山
。
そ
の
山
頂
に
大
友

ス
科

※�

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用

保
険
な
ど
を
受
給
し
な
が
ら
訓
練

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦�

募
集
期
間　
５
月
１
日
㈭
〜
22
日
㈭

◦�

訓
練
期
間　
７
月
１
日
㈫
〜
12
月

22
日
㈪

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池（
訓
練
担
当
）

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

 �

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
で
す
。
受
講
料
は
無
料
で

す
が
、教
科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

◦�

訓
練
内
容　
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
か
ら
実
践
的
な
パ
ソ
コ
ン
技

能
を
習
得
し
、
就
職
に
有
利
な
パ

ソ
コ
ン
資
格
取
得
ま
で
を
目
指
す

訓
練
で
す
。

◦�

定
員　
８
人

◦�

募
集
期
限　
５
月
30
日
㈮

◦�

訓
練
期
間　
７
月
１
日
㈫
〜
９
月

30
日
㈫

◦�

テ
キ
ス
ト
代

　

税
込
み
約
７
７
０
０
円

◦�

訓
練
場
所　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ア
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と

（
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目

51
︲
３
）

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
３
７
７
）８
３
０
０

 

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

訓
練
は
も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し

た
就
職
に
結
び
付
き
や
す
い
内
容
で

す
。
受
講
料
無
料
で
す
が
、
教
科
書

代
な
ど
が
必
要
で
す
。

◦
募
集
科
・
募
集
人
員

　

①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
科
（
15
人
）

�　

②
溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
（
12
人
）

　

③
建
設
機
械
科
（
10
人
）

　

④
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
人
）

◦�

募
集
期
間　
５
月
１
日
㈭
〜
26
日
㈪

◦
試
験
日
（
筆
記
・
面
接
）

　
６
月
３
日
㈫

◦�

入
所
日　
７
月
１
日
㈫

◦�

訓
練
期
間　
６
カ
月
間

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８（
62
）８
６
１
０

氏
の
家
臣
、
佐
伯
氏
が
築
い
た
中
世

城
で
す
。

◦�

日
時　
６
月
１
日
㈰　

午
前
９
時

〜
正
午

※
雨
天
中
止
（
小
雨
決
行
）

◦�

集
合
場
所　
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

定
員　
30
人

◦�

ガ
イ
ド　
鶴
嶋
俊と

し

彦ひ
こ

城
郭
研
究
家

◦�

参
加
費　
一
人
２
０
０
円
（
保
険

代
・
資
料
代
）

◦�

準
備
物　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
る

服
装
、
タ
オ
ル
、
水
筒

◦�
申
込
期
限　
５
月
25
日
㈰

◦�

申
込
先　
山
鹿
市
立
博
物
館
（
主

催 

山
鹿
市
立
博
物
館
友
の
会
・

山
鹿
文
化
財
を
守
る
会
）

問�

山
鹿
市
立
博
物
館　　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
４
５

 

職
業
訓
練
生
募
集

　

職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓

練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ

て
、早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、

国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
受
講
料

は
無
料
で
す
が
、
教
科
書
代
な
ど
が

必
要
で
す
。

◦�

場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

◦�

訓
練
科
目　

溶
接
加
工
科
、
電

気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、
生
産
ラ
イ

ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
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さ
く
ら
湯
５
月
休
館
日

さ
く
ら
湯
５
月
休
館
日

５
月
５
月
２１２１
日
㈬
日
㈬

 

さ
く
ら
湯
イ
ベ
ン
ト

菖し
ょ
う

蒲ぶ

湯ゆ

◦�

期
日　
５
月
５
日
㈷

　

５
月
５
日
の
端
午
の
節
句
に
入
浴

す
る
菖
蒲
湯
は
、
古
く
か
ら
邪
気
を

払
い
、
疫
病
を
除
く
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

※�

使
用
す
る
菖
蒲
は
、
あ
ら
か
じ
め

熱
湯
で
殺
菌
し
、
衛
生
面
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
さ
く
ら
湯
に
入

ろ
う
！

◦�

期
日　
５
月
11
日
㈰

　

お
母
さ
ん
に
日
頃
の
感
謝
を
込
め

て
一
緒
に
お
風
呂
に
入
り
な
が
ら
親

孝
行
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

子
ど
も

と
一
緒
に
入
浴
し
た
お
母
さ
ん
に
次

回
利
用
で
き
る
無
料
入
湯
券
を
進
呈

し
ま
す
。

◦�

対
象
親
子
で
の
利
用
が
条
件
で
年

齢
や
子
の
性
別
は
不
問
で
す

※�

入
浴
時
間
は
午
前
６
時
〜
翌
午
前

０
時（
午
後
11
時
半
受
け
付
け
終
了
）

※
ど
ち
ら
も
入
湯
料
は
必
要
で
す
。

問
さ
く
ら
湯　
　

☎（
43
）３
３
２
６

復
元
建
物
の
内
部
公
開
も
あ
り
、
家

族
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

ろ
う
君
も
参
加
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
来

城
く
だ
さ
い
。
最
新
情
報
は
、
鞠
智

城
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
５
月
３
日
㈷
午
前
10
時
開

始
（
午
後
３
時
受
け
付
け
終
了
︶

※
荒
天
時
中
止

◦�

参
加
方
法
な
ど　
参
加
は
無
料
で

事
前
申
し
込
み
も
不
要

※�

ス
ケ
ッ
チ
大
会
と
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

は
４
月
26
日
㈯
〜
５
月
11
日
㈰
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

☎（
48
）３
１
７
８

（
月
曜
休
館
・
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
、
翌
日
休
館
）

 
催　
し

 �

令
和
８
年
以
降
の
山
鹿
市

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
の
開
催

日
時
を
変
更
し
ま
す

　

令
和
６
年
８
月
１
日
か
ら
９
月
3０

日
ま
で
に
実
施
し
ま
し
た
、「
二
十

歳
の
つ
ど
い
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
以

降
の
山
鹿
市
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

の
開
催
日
時
を
変
更
し
ま
す
。
令
和

８
年
以
降
は
、
１
月
の
祝
日
（
成
人

の
日
）
の
前
日
で
あ
る
日
曜
日
に
日

程
を
変
更
し
、
令
和
８
年
山
鹿
市　

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
を
以
下
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

◦
日
付　
令
和
８
年
１
月
11
日
㈰

◦�

時
間　
午
後
２
時
開
会
（
午
後
１
時

受
け
付
け
開
始
）　

※
時
間
は
予
定

◦�

場
所　
山
鹿
市
総
合
体
育
館　

第

１
ア
リ
ー
ナ

◦�

対
象
者　
平
成
17
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

※�

対
象
者
へ
は
11
月
頃
に
案
内
は
が

き
を
発
送
予
定
で
す
。

※�

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
山
鹿
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

☎（
43
）１
１
５
０

 

看
護
の
日
を
開
催
し
ま
す

　

無
料
で
血
圧
測
定
、
血
糖
測
定
、

体
脂
肪
測
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

◦�
日
時　
５
月
14
日
㈬　

午
前
10
時

〜
正
午

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

玄
関
ホ
ー
ル

問�

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

   

☎︵
44
）２
１
８
５

 

Ｇ
Ｗ
イ
ベ
ン
ト　

 

み
ん
な
で
お
い
で
よ
！
鞠
智
城

　

歴
史
公
園
鞠
智
城
で
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ス
ケ
ッ
チ
大
会
や
弓
矢
体
験
、
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
に
八
角
形
鼓
楼
な
ど
の
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▲鞠智城

▲�山鹿市



定 例 相 談 相談 無料は

相談の時間は下記のとおりです。
◦一般相談
　午前９時〜正午
※�予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。
◦司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10時〜正午
◦法律相談（事前予約が必要）
  ・午前 10時〜正午
  ※�司法書士相談、法律相談の利用
は、１人に付き年３回までです。

  ※相談時間は１回 30分です。

【山鹿健康福祉センター内社協本所
・山鹿支所】　☎ (43)1134
①一般相談　５月 12日㈪
②司法書士相談（成年後見・多重債務・
　登記関係）５月 19日㈪　※要予約
③法律相談　５月 26日㈪　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎(32)2696
◯一般相談　５月８日㈭

【菊鹿健康福祉センター】☎(48)5060
◯一般相談　５月７日㈬

【鹿本ふれあいセンター】☎(46)2206
①一般相談　５月 13日㈫
②法律相談　５月 27日㈫　※要予約

【鹿央地域福祉センター】☎(36)3811
①一般相談　５月９日㈮
②司法書士相談（登記関係）
　５月 23日㈮　※要予約

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134

【フルタイム】　（月額）
①保育士、児童指導員　18万円～
②訪問介護　20万 8700 円
③葬祭業務員　18万円～
④養鶏農場作業員　20万 3500 円
⑤研削加工作業員　21万円
⑥製品検査　16万 4656 円
⑦ダンプ運転手　21万 9450 円
⑧調理麺製造　17万 1542 円
【パートタイム】　（時間額）
①看護師・准看護師　1600 円～
②介護職員　千円～
③パチンコ店でのキッチンスタッフ
　1100 円
④警備スタッフ　1250 円
⑤道路パトロール助手　千円～
⑥農作業補助　960 円～
⑦ハウスクリーニング　1100 円
⑧清掃作業員　960 円～
※�すでに採用済みの場合もあります。
　詳しくは、問い合わせください。
　午前９時半〜午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎43-1724

・日時　�５月８日㈭　　　　　　　
午後１時半〜４時半

・場所　鹿北市民センター相談室
※�予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。

問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談 心配ごと相談

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

認知症に関する相談

仕事の相談はお気軽に

専門の相談員が対応します。
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

障がい児・者相談
専門の相談員が支援します。

【市役所福祉課 障がい福祉係】
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時

【山鹿健康福祉センター】
◦日時　５月７日㈬、14日㈬、
　　　　21日㈬、28日㈬
　　　　午前９時～ 11時

【鹿北市民センター】
◦日時　５月 20日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【菊鹿市民センター】
菊鹿市民センターでの相談を希望す
る人は事前に問い合わせください。

【鹿本市民センター】
◦日時　５月 27日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【鹿央市民センター】
◦日時　５月 13日㈫
　　　　午後１時半～３時半
問福祉課障がい福祉係　☎(43)0052

　相談月の前月から電話で予約を受
け付けています。６月の予約を５月１
日㈭の午前８時半から受け付けます。
【６月相談日】※要予約☎ (43)1576
11 日㈬、18 日㈬、25 日㈬
・時間　午前 10時〜午後３時
・場所　市役所会議室
年金事務所でも手続きができます。
電話予約☎ (0570)054890
老齢年金の相談・請求は
ネット予約もできます。
（�右の二次元コードを読み
取ってください）

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

社会保険労務士労働相談
◦日時　５月 13日㈫ 
　　　　午後１時〜４時
◦場所　市役所２階会議室
※予約をした人が優先となります
問商工政策課　☎ (41)5643

至 福岡

至 熊本 

至 玉名 至 菊池 

至 南関

●警察署 

●山鹿バス
　センター 

　老人福祉
●センター 

●市役所 
●八千代座 
山鹿中央
病院
● 

●温泉プラザ 

国
道
３
号 

県道200号 

国道325号 

鹿本総合庁舎 
　●

国道443号 

秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。
※�開催日時が変更になる場合があります。あら

かじめご了承ください。
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３ 問市民課　☎(43)1169

お く や みお く や み

およろこびおよろこび

※３月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

うぶごえうぶごえ

菊　鹿
　内　田

▲

飯川　榮子さん(89)　永田　照代さん(92)
　　　　　冨田マチコさん (89)
　六　郷

▲

古閑　　勇さん(92)　小川　朝止さん(97)
　　　　　霍川ヒデ子さん(92)　山口　英之さん(88)
　　　　　横田　一誠さん(77)　德丸アサエさん(98)
　城　北

▲

冨田クニ子さん(103)　　瀬　厚生さん(91)
鹿　本
　来　民

▲

宮﨑　文雄さん(76)　平田　義光さん(94)
　　　　　上月　克之さん (59)
　稲　田

▲

中川サトルさん(91)　西田ハルミさん(84)
　中　富

▲

佐藤イツコさん(99)　山田　房子さん(89)
　　　　　福島　健治さん (86)
鹿　央
　千　田

▲

佐野木キミエさん(102)　新木　房子さん(86)
　　　　　米野　國光さん(76)　廣瀬　順子さん(91)
　米野岳

▲

馬渡　憲一さん (76)
　山　内

▲

小山アヤ子さん (100)

山　鹿
　山　鹿

▲

戸上　楓
ふ う な

菜さん　榊　　維
ゆ い と

都さん
　　　　　米村　七

な な と

翔さん
　米　田

▲

坂梨　永
え ま

茉さん
　川　辺

▲

寺崎　桜
おうすけ

介さん
　八　幡

▲

西村　朝
あ さ ひ

陽さん
　大　道

▲

伊藤　　凛
りん

さん　橋本　英
は な

奈さん
　　　　　園田　萊

り の は

凰さん　牧　陽
ひ な の

菜乃さん
　　　　　松本　響

きょうや

弥さん

山　鹿
　山　鹿

▲

今村　　悠さん♥坂本　瑞季さん
　八　幡

▲

吉田　喬亮さん♥茨木　優璃さん
　　　　　古家　雄大さん♥森　ゆかりさん
　大　道

▲

福山　友章さん♥松田紗矢香さん

鹿　北
　岩　野

▲

栗原　　優さん♥池内　麻央さん
菊　鹿
　城　北

▲
芹川　周平さん♥宇野　伶菜さん

鹿　本
　来　民

▲
赤星　匡亮さん♥松本　佑梨さん

鹿　北
　岩　野

▲

古田　　旬
しゅん

さん
菊　鹿
　城　北

▲

佐藤　陽
ひ な と

翔さん　下岡　れむさん
鹿　本
　来　民

▲

中川　陽
ひ づ き

月さん
　中　富

▲

富田　珠
す い

衣さん　城尾　結
ゆ い

日さん
鹿　央
　米野岳

▲

松本　　丸
まる

さん　大島　一
い ち か

華さん

山　鹿
　山　鹿

▲

嶋田　儀孝さん(87)　㓛能　　肇さん(92)
　　　　　矢上　英雄さん(85)　米岡　テルさん(90)
　　　　　坂本冨士男さん (88)
　米　田

▲

福山利智子さん(92)　長浦　宏子さん(90)
　川　辺

▲

松永　隆徳さん(93)　松本　篤子さん(90)
　　　　　猿渡ミハルさん (90)
　八　幡

▲

竹熊　年一さん(69)　猿渡　敏子さん(99)
　平小城

▲

田中キミ子さん(100)　田中　義信さん(97)
　三　岳

▲

立　　信子さん(88)　竹丸惠美子さん(102)
　　　　　上野　滿幸さん (72)
　三　玉

▲

竹熊トミコさん(95)　河村　悌二さん(95)
　　　　　陶山　照子さん (82)
　大　道

▲

栗田　末廣さん (75)
鹿　北
　岳　間

▲

古川　伸二さん (76)
　岩　野

▲

井上イスズさん (89)
　広　見

▲

上田　幸子さん (90)



山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園・
小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

　本校の教育目標は「ひまわりのように咲く子どもを
育てる」です。この「ひまわり」は第 24 代八木田校
長の「ひまわり」の詩からとった言葉で、すべてのひ
まわり（子ども）を一所懸命に咲かせるために、大道
小ではさまざまな教育活動に取り組んでいます。
　その特色の一つとして地域と連携した活動を挙げる
ことができます。朝夕の登下校では、多くの見守りボ
ランティアの皆さんに一緒に歩いてもらったり、交差
点で交通指導をしてもらったりしているおかげで、子
どもたちは交通量の多い通学路を安心して登下校する
ことができています。

　また、毎年１月には菊池川河川敷で大道地区公民館
主催の「どんどや」が開催されます。区長の皆さんや

消防団の皆さんに
12 月から準備をし
ていただき、当日は
婦人会や元気隊のぜ
んざいや甘酒の振る
舞いもあり、子ども
たちが楽しみにして
いる行事になってい
ます。
　ことしの１月は、
地域の皆さんに協力
いただき「七輪体
験」も実施すること
ができました。竹で
できた火吹き棒を
使って炭に火を付け
るなど、子どもたち
にとって貴重な体験
になりました。これからも子どもたちを、学校や家庭、
地域で応援していきます。

大道小学校　☎ (46)2168

大道小学校データ　山西ふじ子校長　全校児童　251人

地域の中で、地域とともに

ホッとひと息、元気になれる場所 ～ 子育て支援センター ～

どんどや

七輪体験
登下校見守り

広報やまが　2025. ５　22
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　子育ては、大変だけど大事なこと。楽しく子育てしていますか？
　子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育て仲間と出会っておしゃべりしたり…。子育て中の親子
や家族が笑顔で楽しい時間を過ごし、ホッとひと息、元気になれる場所。おしゃべりしながら、専門家の話を聞
きながら、子育てのヒントもゲット！！これから親になるあなたも子育て中のあなたも遊びにきてみませんか！

山鹿子育て支援センター
とことこ
川端町 402
月～金
午前 10 時
～午後４時

おさか童夢
小坂 2238
水 ･ 土
午前 10 時
～午後４時

鹿北子育て支援センター
すまいる
鹿北町四丁1612
月 ･火 ･木 ･金
午前 10 時
～午後４時

鹿央子育て支援センター
ほのぼの

鹿本子育て支援センター
ぽっかぽか

鹿本町来民686-1
月～土
午前 10 時
～午後４時

鹿央町合里158-1
月･火 ･木 ･金
午前 10 時
～午後４時

菊鹿子育て支援センター
ひまわり
菊鹿町下内田165
月･火 ･木 ･金
午前 10 時
～午後４時

病後児保育室「あすなろ」� ☎(43)1281
病後児保育室「さくらんぼ」� ☎(41)3008
病後児保育室「すずらん」� ☎(36)2110
ファミリー・サポートセンター� ☎(44)8800
子ども総合相談窓口� ☎(41)5878

山鹿子育て支援センター� ☎(43)1270
鹿北子育て支援センター� ☎(32)3194
菊鹿子育て支援センター� ☎(48)4660
鹿本子育て支援センター� ☎(46)6029
鹿央子育て支援センター� ☎(36)2150

おさか童夢（水曜のみ開所）� ☎(43)1155
第一児童館� ☎(43)1128
中央児童センター� ☎(44)0057
児童センター　� ☎(46)4441
鹿本児童館� ☎(46)4455

問い合わせ先

※４月から開所日が変わりました。詳しくは、市ホームページをご覧ください。
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バ
ン
ビ
通
信

図書館スタッフ図書館スタッフ  おすすめのおすすめの１冊１冊
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）９
１
１
９

お
し
ら
せ

ひだまり図書館

「絵本で世界を旅する」

　世界各地のおはなしや、絵本作家の作品
を展示します。絵本を読んで旅の気分を味
わってみませんか。

こもれび図書館

「EXPO2025」

　大阪で 20 年ぶりに国際博覧会（大阪・
関西万博）が開催されます。世界各国から
たくさんの人やモノが集まります。どんな
参加国があるか本で紹介します。

昭和 100 年にあたる 2025 年。肉親や側近
など近くにいた人しか知らない、往年の
スタア 100 人の素顔が楽しめる 1冊。

【ひだまり】【こもれび】

『昭和 100 年の 100 人　スタア篇』　　　
　　　　　　　　　　　　　   文藝春秋

《伝記》

日本の県鳥は、親しまれている鳥から希
少な鳥までさまざまです。世界の国鳥も
その国の特色を表しています。そんな鳥
に注目した 1冊です。

【ひだまり】【こもれび】

『せかいの国鳥にっぽんの県鳥』
小宮　輝之 /監修　カンゼン /出版

《児童・動物》

図書館の情報は
こちらから

問い合わせ先問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　 ☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎(48)3111　★鹿央市民センター　☎(36)3111　★生涯学習・スポーツ課☎(43)1150

休 

館 

日

 ひだまり図書館

12日㈪・19日㈪・26日㈪
※５月５日㈷は特別開館します

 こもれび図書館

7日㈬・14日㈬・21日㈬・28日㈬
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今
一
度
、
自
主
的
な
災

害
へ
の
備
え
や
適
切
な

避
難
に
つ
い
て
確
認
を

お
願
い
し
ま
す

　　           風水害に気をつけよう！！

②②

③③ ①

④④
近
年
、
毎
年
の
よ
う
に

豪
雨
な
ど
に
よ
る
が
け

崩
れ
や
洪
水
な
ど
の
災

害
が
全
国
各
地
で
発
生

し
て
い
ま
す

　避難指示 ( 警戒レベル４)
  で必ず避難！！
　

　避難指示 ( 警戒レベル４)
  で必ず避難！！
　

被
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
は
、
お
住
ま
い
の
地

域
の
危
険
箇
所
把
握
な

ど
の
備
え
が
大
切
で
す

梅
雨
や
台
風
の
季
節
は

災
害
が
発
生
し
や
す
い

気
象
状
況
と
な
り
ま
す

梅
雨
や
台
風
の
季
節
は

災
害
が
発
生
し
や
す
い

気
象
状
況
と
な
り
ま
す

ひなんしじ

こうれいしゃとうひなん

きんきゅうあんぜんかくほ

山鹿市防災サイト
　　　　 だよ！！
山鹿市防災サイト
　　　　 だよ！！

※避難情報の
詳細について
は下記の QR
コードをご確
認ください

※避難情報の
詳細について
は下記の QR
コードをご確
認ください

※山鹿市防災
サイトは下記
の QR コード
をご確認くだ
さい

※山鹿市防災
サイトは下記
の QR コード
をご確認くだ
さい

　山鹿市防災サイト
には避難場所、防災マ
ップなどの情報が公開
　されています

　山鹿市防災サイト
には避難場所、防災マ
ップなどの情報が公開
　されています

市からの
お知らせ
市からの
お知らせ 避難場所避難場所

防災マップ防災マップ
防災・減災
  のために
防災・減災
  のために
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　子どもたちが食や環境と農業への理解を深めることを
目的に、JA鹿本から補助教材が贈呈されました。市内の
小学5年生のために約500冊が贈呈され、西岡裕

ゆ う

治
じ

組合
長は「農業は厳しい状況にあるが、子どもたちに食農の
大切さを知ってもらいたい」と思いを述べました。

左から西岡組合長と堀田教育長

平成 20 年度から続く食農教育
補助教材本「農業とわたしたちのくらし」を贈呈

　鹿本町のひだまりで春の全国交通安全運動出発式が行
われ、山鹿警察署や各地域の交通安全協会の皆さんなど、
多くの関係者が集まりました。優良運転者への表彰が行
われ、パトロール隊が出発した後には、街頭活動でパン
フレットを配るなど交通安全の啓発を行いました。

交通安全と事故防止に努めます
春の全国交通安全運動出発式

街頭活動の様子

　令和６年度熊本県たけのこ園経営管理コンクール（熊
本県・熊本県経済農業協同組合連合会の共催）の表彰式
が開催され、山鹿市から３人が受賞しました。
熊本県経済農業協同組合連合会会長賞　北原チヅさん
熊本県特用林産振興会会長賞　井上純

じゅん

一
い ち

さん
奨励賞　西田正

ま さ

孝
た か

さん

下段の受賞者の皆さんと上段の関係者の皆さん

たけのこの一層の振興を図るため︎
熊本県たけのこ園経営管理コンクール

左から早田市長と大石肥後銀行山鹿支店長

　株式会社肥後銀行は7月で創立100周年を迎えるに
あたり、本市に対して、これまでの取り組みへの感謝と
今後のますますの発展を祈念して、桜の苗木を贈呈さ
れました。苗木は、2月に菊鹿ワイナリー敷地内に植樹
され、この日は肥後銀行山鹿支店の大石美

み

奈
な

支店長が
早田市長に目録を渡されました。

創立 100 周年を迎えられたことに感謝
山鹿市に桜の苗木を贈呈

長年の文化財清掃活動に感謝
教育長から感謝状贈呈

左から堀田教育長、倉原鉄
て つ

朗
ろ う

上組区長（当時）、興現さん、妻
の宗像千

ち

壽
ず

子
こ

さん

　地域の文化財の保護に多大な貢献をされた宗像興
こ う

現
げ ん

さんに対し、堀田教育長から感謝状を贈呈しました。
宗像さんは、菊鹿町上永野に所在する隈部家墓地をは
じめ清

せ い

潭
た ん

寺
じ

など地域の文化財を、約20年の長きにわた
りボランティアで清掃されました。

　全国でも珍しい山鹿オリジナルの制度として、認定防
災士制度を開始し、登録証交付式と研修を行いました。
会社員や大学生の防災士14人を認定防災士として登録
し、これから各地区の自主防災組織などと連携して、防
災力向上と災害発生時の共助に寄与していただきます。

自主防災組織の活性化推進のため
「山鹿市認定防災士制度」開始！

第１回認定防災士研修の様子

３
17

３
18

３
24

３
26

４
３

４
４
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　鹿本小６年菊田銀
ぎ ん

之
の

助
す け

さんと鹿北小３年中村大
た い

雅
が

さ
んが、「小さな親切」作文コンクールでそれぞれ全国優
秀賞と全国入選を果たしました。２人の作文には、親
切を受けたことから生まれた周囲の人との心温まる交
流の様子が書かれています。

左から中村さんの母中村文
あ や

菜
な

さん、中村さん、鶴田史
ふ み

子
こ

校長、
早田順

じゅん

一
い ち

市長、菊田さん、百田止
し

水
す い

校長、堀田浩
こ う

一
い ち

郎
ろ う

教育長

３
６

３
９

親切から生まれた縁
「小さな親切」作文コンクール

　雨の中「花まつり」を盛大に開催しました。鹿本小の
太鼓演奏や山鹿小の合唱で盛り上がり、ミスインター
ナショナル日本代表の植田明

め

依
い

さんと山鹿灯籠踊り保
存会の共演は美しくうっとりしました。多くのボラン
ティアの皆さんに協力いただき感謝します。

大光寺を会場に盛大に開催
鹿本キッズステーション「花まつり」

　新入学児童の交通事故防止対策のため、山鹿地区交
通安全協会からランドセルカバー約400枚、山鹿地区
安全運転管理者等協議会から学校に交通安全横断旗約
200本が贈呈されました。両会長は「登下校時の事故
防止のために活用して欲しい」と思いを述べました。

子どもたちの事故防止のために
ランドセルカバー、交通安全横断旗贈呈

左から髙田晃
こ う

嗣
し

山鹿警察署地域交通課係長、田中栄
え い

一
い ち

協議会長、
牛島健

け ん

二
じ

協会長、堀田教育長
鹿本小 4 年生の太鼓の演奏

　八千代座交流施設で、山鹿市からの自衛隊入隊予定
者に対する激励会（主催：山鹿市自衛隊家族会、隊友会
山鹿支部）が開催されました。激励会には、早田市長、
笹島昭

あ き

佳
よ し

自衛隊熊本地方協力本部長をはじめ関係者が
出席し、入隊予定者７人を激励しました。

入隊予定者７人と関係者の皆さん

入隊への強い決意と地域への感謝︎
自衛隊入隊予定者激励会を開催

「稔の神」での踊りの様子

　長坂なれなれなすびがこ
としも開催され、衣装を着た
６人の踊り手が太鼓や歌に
合わせて踊り、五穀豊穣を祈
願しました。なれなれなすび
は厳島神社の境内と稔

と し

の神
の２カ所で踊りが披露され
ており、その際には、地域の
子どもたちが中心となって
松明を掲げて先導する様子
も見られました。

五穀豊穣を願って
なれなれなすび

松明を掲げる子どもたち

３
８

３
11

３
15
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N

ナ

オ

AO
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ロ

ー

ズ

O
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ガ

ー

デ

ン
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EN

  

　

バ
ラ
60
数
種
を
中
心
に
、
宿
根
草
な
ど

の
草
花
が
あ
り
ま
す
。

◦�

日
時　
５
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
時
間
厳
守
）

◦�

場
所　

N
AO
 RO
SE G

A
RD
EN

　
（
鹿
北
町
岩
野
４
４
９
１
|
３
）

※�

駐
車
場
は
農
道
に
な
る

の
で
乗
り
合
わ
せ
で
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
バ
ラ

の
咲
く
時
期
が
ず
れ
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
堤
）　　
　
　

 　
　

　
　

☎
０
９
０（
３
０
７
０
）４
４
７
５

 
生
演
奏
を
聴
き
に
来
ま
せ
ん
か
？

山
鹿
市
私
立
保
育
園
保
育
研
究
会

　

熊
本
工
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
を
招
い

て
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◦�

日
時　
５
月
10
日
㈯

 

八
千
代
座
こ
ど
も
ま
つ
り

山
鹿
こ
ど
も
未
来
応
援
隊

◦�
日
時　
５
月
３
日
㈷

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦�
内
容　
お
は
な
し
会
、
音
楽
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
紙
芝
居
、
縁
日
コ
ー
ナ
ー
、

工
作
コ
ー
ナ
ー
、
折
り
紙
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
子
ど
も
服
バ
ザ
ー
な
ど

◦�

場
所　
八
千
代
座
交
流
施
設
と
そ
の
周
辺

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
川
端
）

☎
０
9
０（
３
６
０
６
）１
７
７
７

 

水
天
宮
祭
り
子
ど
も
相
撲
大
会

 

参
加
者
募
集

鹿
北
町
西
栗
瀬
区

◦�

日
時　
５
月
５
日
㈷　

午
前
10
時
集
合

◦
場
所　
水
天
宮

◦�

対
象　
小
学
生　

※
未
就
学
児
や
中
学

生
も
参
加
可
能
で
す
。

◦�
服
装　
汚
れ
て
も
い
い
服
（
男
子
は
上

半
身
裸
に
な
り
ま
す
）

　
参
加
費
無
料
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

参
加
賞
や
子
ど
も
が
遊
べ
る
遊
具
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。
�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
西
牟
田
）

☎
０
９
０（
３
４
１
８
）９
８
８
６

 「
プ
チ
こ
ど
も
縁
日
」
を

 

開
催
し
ま
す
！

温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
昔
な
つ
か

し
い
「
プ
チ
子
ど
も
縁
日
」
開
催
！
射
的

や
わ
な
げ
な
ど
ゲ
ー
ム
得
点
で
駄
菓
子
が

も
ら
え
る
コ
ー
ナ
ー
や
抽
選
会
も
あ
り
ま

す
！
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
５
月
５
日
㈷

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

◦
場
所　
温
泉
プ
ラ
ザ
３
階
イ
ベン
ト
広
場

�

◦
問
い
合
わ
せ
先

（
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
組
合
事
務
局
）

☎
（
44
）４
７
５
９

 S

ス

プ

リ

ン

グ

pring S

セ

ッ

シ

ョ

ン

ession

〜
青
を
添
え
て
〜

　

銀
ソ
ー
ダ
（
画
家
）
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
空
間
芸
術

作
品
展
示
や
ラ
イ
ブ
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

 

〜
講
演
会
の
誘
い
〜

 

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
へ
の
歩
み

や
ま
が
・
う
え
き
九
条
の
会

◦�

日
時　
５
月
10
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

◦
場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セン
タ
ー
中
会
議
室

◦�

入
場
料　
無
料

◦�

講
師　
熊
本
県
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
会
長 

原
田　

俊
し
ゅ
ん

二じ

氏

　

※
高
校
生
平
和
大
使
の
報
告
（
予
定
）

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
嶋
田
）

☎
０
９
０（
８
３
９
４
）９
３
７
３

 

雲
雀
茶
会
へ
初
夏
の
庭

　

美
し
く
お
い
し
い
お
誘
い
で
す
。
見
事

な
庭
園
で
お
い
し
い
お
菓
子
と
お
茶
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
着
物
を
着
て
こ
ら
れ

た
人
に
は
特
典
が
あ
り
ま
す
。

◦�

日
時　
５
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

　

正
午
〜
午
後
６
時

◦
場
所　

gerden cafe28
�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
高
橋
）

☎
０
９
０（
２
７
２
１
）１
４
１
２

◦�

日
時　
５
月
３
日
㈷
・
４
日
㈷

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所　

garden cafe28

　
（
鹿
本
町
来
民
１
５
１
３
）

◦�

入
場
料　
無
料

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
高
橋
）

　
　
　

☎
０
９
０（
２
７
２
１
）１
４
１
２

　

午
後
１
時
40
分
～
２
時
半（
１
時
開
場
）

◦
場
所　
あ
ん
ず
の
丘
グ
リ
ー
ン
パ
ル
ス

◦�

入
場
料　
無
料

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
山
田
）

☎（
44
）５
５
８
２

 

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト

 in

八
千
代
座

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
、
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
、

G
S

な
ど
の
曲
を
豪
華
９
バ
ン
ド
が
熱
演

し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
５
月
18
日
㈰

　

午
前
10
時
開
演
（
午
前
９
時
半
開
場
）

◦
場
所　
八
千
代
座

◦
入
場
料　
５
０
０
円（
未
就
学
児
無
料
）

◦�

出
演　
イ
エ
ロ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ツ
他

�

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会
）

　
　

�kum
am
ototim

eslipband@
gm
ail.com

 

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時　
５
月
25
日
㈰

　

午
前
９
時
半
～
11
時

◦
場
所　
湯
の
端
公
園

◦
参
加
費　
無
料

◦�

出
演　
メ
リ
ー
ホ
ッ
パ
ー
ズ
、
フ
ィ
ジ

カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
山
鹿
中

太
鼓
部

※
も
て
な
し
た
い
会
員
募
集
中

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
小
川
）

☎
０
９
０（
５
７
４
７
）５
１
３
６

令和６年春撮影
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みんなみんなのの広場広場みんなみんなのの広場広場

今月の

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）問 ☎ (44)4835

▶前期　ポポロ 30 周年記念企画−絵画６人展−
　服部秋

あき　ひこ

彦さん（山鹿市）他５人の絵画約20点を展示します。
　期間：５月１日㈭〜15日㈭
　※３日㈷営業、５日㈷・６日㉁は休み
▶後期　山鹿市鹿本文化協会絵画クラブ展
　�山崎壽

ひさいち

一さん他会員６人が描いた絵画約20点を展示します。
　期間：５月16日㈮〜 31日㈯
◉時間：どちらも午前11時半〜午後６時
　日曜定休

｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）問 ☎ (36)3838
▶前期　�竹友の会　�
　横手たくみさん（山鹿市）の花かごやお皿など竹工芸
　を50点展示します。
　期間：５月１日㈭〜15日㈭

▶後期　花と緑の押し花二人展　
　矢野トキ子さん（南関町）と坂本富

とみ

さん（山鹿市）の
　季節の花を30点展示します。　
　期間：５月16日㈮〜 31日㈯　　
◉時間：午前10時〜午後４時　※月曜休館

 

投
稿
の
ペ
ー
ジ

 

投
稿
の
ペ
ー
ジ

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
会
員
の

 

募
集
に
つ
い
て

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
健
康
維
持
・

 
た
つ
み
演
劇B
O
X

 

八
千
代
座
公
演

S

セ
ン
テ
ィ
ク
オ
ー
レ

EN
TICU

O
RE

、
豊
前
街
道
北
部
商
店
会

　

大
衆
演
劇
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
老
舗

か
つ
全
国
的
人
気
劇
団
が
八
千
代
座
初
公

演
！
21
日
は
特
別
ゲ
ス
ト
に
津
軽
三
味
線

「
吉
田
兄
弟
」
の
吉
田
良り

ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

が
出
演
！

◦�

日
時　
６
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　

午
後
１
時
開
演

◦�

入
場
料　
Ｓ
席　

６
０
０
０
円

　

Ａ
席　

５
０
０
０
円

※
共
に
座
布
団
席
、
椅
子
席
あ
り

◦�

チ
ケ
ッ
ト　

二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

落
語
カ
フ
ェ
七
七
屋

山
本
堂
（
☎
０
９
０

（
８
９
４
７
）４
９
５
０
）

か
ら
購
入
可
能
で
す

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
上
条
）

☎
０
９
２（
７
１
０
）４
７
２
１

SENTICUORE

増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
会
員
の
交
流
な

ど
を
目
的
に
（
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

だ
れ
と
で
も
・
い
つ
い
つ
ま
で
も
）
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
各
支
部
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
年
会
費　
２
千
円

�

◦
問
い
合
わ
せ
先

山
鹿
支
部
（
堀
田
）

☎
０
８
０（
４
２
７
６
）８
７
２
０

鹿
北
支
部
（
古
川
）

☎
０
９
０（
１
１
９
３
）７
０
３
９

菊
鹿
支
部
（
髙
木
）

☎
０
９
０（
８
９
４
６
）２
５
８
７

 

フ
ル
ー
ト
と
ピ
アノ
と
マ
リ
ン
バ
の 

 
パ
バ
ー
ジ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

パ
バ
ー
ジ
ュ

　

マ
リ
ン
バ
の
松
尾
珠た

ま

貴き

さ
ん
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
３
人
で
演
奏
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
５
月
18
日
㈰

　

午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時
半
開
場
）

◦�

場
所　
天て

ん

聽ち
ょ
うの

蔵

◦�

入
場
料　
千
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

◦�

曲
目　
峠
の
我
が
家
、
美
女
と
野
獣
、

「
歌
の
翼
」
に
よ
る
幻
想
曲
な
ど

�

◦
問
い
合
わ
せ
先

（
大
林
）
☎
０
８
０（
５
２
７
２
）０
６
７
６

（
酒
井
）
☎
０
８
０（
８
３
８
４
）７
５
３
９

 「
山
鹿
の
暮
ら
し
」
を
語
ろ
う
！

　
前
回
は
「
自
分
を
自
由
に
表
現
す
る
に

は
」「
里
帰
り
出
産
を
支
え
る
仕
組
み
を
」

な
ど
の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！

　

今
回
は
…
？

◦
日
時　
５
月
25
日
㈰　

午
後
４
時
〜

◦�

場
所　
落
語
カ
フ
ェ
「
七
七
屋
山
本
堂
」

◦�

内
容　
山
鹿
で
の
暮
ら
し
を
み
ん
な
で

語
り
合
う

◦�

定
員　
10
人

◦
参
加
費　
無
料

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

27　2025. ５　広報やまが

【�見学ができない日】
　上記の日、および27日㈫～29日㈭は見学できません。
　※�３日㈷〜５日㈷、11日㈰、25 日㈰は見学できます。

また、31日㈯の午前中は、舞台裏見学ができます。
　八千代座見学
入館料  大人 530 円、小中学生 270 円（団体割引などあり）
　「八千代座物語」〜山鹿灯籠踊り定期公演〜
内　容  浪曲「わさもん」上映＆山鹿灯籠踊り
日　時  �10日㈯、12日㈪、19日㈪、24日㈯（午前10時

半開演）
※�八千代座物語の鑑賞には、別途料金が必要です。詳し
くは、山鹿温泉観光協会ホームページをご覧ください。

開催日 行　事　名 時間 料金
３日㈷〜５日㈷
11 日㈰
25 日㈰

八千代座芸能観光「よへほ」 日中
有料
こども（ 無料 ）

６日㉁ 石田組　熊本・八千代座公演 午後 有料
14日㈬ 休　館　日 – –
18 日㈰ タイムスリップコンサート in 八千代座 日中 有料
30日㈮
〜31日㈯ 坂東玉

たまさぶろう

三郎　特別公演 日中 有料

５月

※�営業時間や内容が変更・中止になる場合
があります。また、チケットのお求めや
内容に関することは八千代座まで問い合わ
せください。　　　　　　問☎ (44)4004 観光協会
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短
　
歌

短
　
歌

肥
後
狂
句

肥
後
狂
句

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
三
月
例
会

●
藤
本
白
扇
選

鹿
北
河か

鹿じ
か

会
　
二
月
例
会

●
互
選
句

俳
　
句

俳
　
句

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

城
の
花
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
偲
び
け
り�

福
島
　
好
美

春
祭
り
い
に
し
へ
を
呼
ぶ
大
太
鼓�
古
江
み
さ
子

二
人
居
の
卓
華
や
ぐ
や
桜
餅�
牧
坂
美
恵
子

春
山
の
息
吹
溢
れ
る
山
家
か
な�

松
本
　
清
子

山
鹿
俳
句
会
　
四
月
例
会

●
平
川
み
ど
り
選

納
経
帳
続
き
は
子
等
に
春
遍
路�

光
永
　
紀
子

木
目
込
の
女
雛
の
面お

も

の
母
に
似
て�

⻆
田
　
紘
子

花
ミ
モ
ザ
抱
い
て
０
番
ホ
ー
ム
か
な�

山
村　

恵
子

鹿
本
町
短
歌
会
　
三
月
詠
草

●
大
友
清
子
選

ひ
な
祭
り
に
初
め
て
の
味
ち
ら
し
寿
司　

を
さ
な
食
ぶ
る
よ
錦
糸
卵
で�

中
山　

秀
子

姫
沙
羅
の
裸
木
秀
つ
芽
光
り
を
り
寒
の
夕
陽
は
西
空
染
め
て�

今
村
久
美
子

粉
雪
舞
ふ
空
屋
の
屋
根
を
平
然
と
老
職
人
は
葺
き
替
へ
て
ゆ
く�

鹿
子
木
泰
子

石
人
短
歌
会　
　
三
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

草
も
木
も
朽
ち
果
て
か
け
る
葉
の
陰
に
サ
ネ
カ
ズ
ラ
の
実
夕
日
に
映
え
る�

坂
口　

慶
子

イ
ブ
の
夜
恐
竜
ほ
し
い
と
手
紙
書
き
眠
る
吾
子
の
横
袋
い
っ
ぱ
い�

米
原　

秀
一

新
し
き
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
移
し
た
る
古
き
友
よ
り
長
々
電
話�

堀
田　

恵
美

鹿
北
短
歌
会
　
　
三
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

き
ざ
わ
し
を
喘
ぎ
登
り
て
観
音
は
老
い
の
祈
り
に
や
さ
し
春
風�

貞
熊
喜
美
子

大
根
の
千
切
り
作
る
手
を
休
め
吸
い
込
ま
れ
ゆ
く
紺
碧
の
空�

古
川　

恵
子

君
踏
み
し
小
径
を
歩
く
我
一
人
病
に
つ
き
し
君
を
辿
り
て�

上
田　

義
之

菊
鹿
短
歌
会
　
　
三
月
詠
草

退
任
の
朝
に
言
葉
を
置
く
教
師
校
舎
に
散
り
敷
く
白
木
蓮
花�

渕
上
　
修
次

●
渕
上
修
次
選

春
霞
揺
れ
る
小
さ
な
ラ
ン
ド
セ
ル
並
び
て
走
り
小
さ
く
な
り
ぬ�

吉
田
　
　
誠

梅
の
蜜
吸
い
た
る
メ
ジ
ロ
ポ
ー
ズ
取
り
カ
メ
ラ
向
け
て
と
ア
ピ
ー
ル
を
す
る�

谷
口　

安
徳

三
岳
短
歌
会
　
　
三
月
例
会

●
有
働
真
澄
選

三
十
年
余
歌
の
師
友
垣
親
し
み
し
彦
岳
の
ふ
も
と
三
岳
歌
会�

巣
山
志
津
子

少
な
か
ら
ず
歌
に
こ
こ
ろ
を
寄
せ
て
き
し
幾
十
年
の
穏
や
か
な
り
し�

田
中
美
千
代

ぴ
た
ぴ
た
と
歩
き
始
め
し
一
歳
の
足
音
た
の
し
春
の
板
の
間�

渡
辺　

和
代

春
で
す　

の
さ
ん
ね
え
又
花
粉
症

古
川
ひ
ろ
み

あ
と
か
ら　

思
い
出
し
て
は
ニ
ヤ
ッ
と
し

一
法
師
チ
カ
子

巳み

年ど
し　

こ
そ
っ
と
脱
皮
若
が
え
ろ

中
川　

正
子

●
五
十
嵐
竜
五
郎
選

再
登
板　

ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
震
度
七川

上　

火
男

も
う
い
や　

い
つ
ま
で
添
い
寝
せ
な
ん
ど
か　

　
　

松
村
こ
ゆ
き

や
ら
れ
た
ァ　

雑
種
と
浮
気
し
と
る
ポ
チ

小
水
流
繁
富

コ
ン
ビ
ニ
で　

何
で
ん
そ
ろ
う
嫁
い
ら
ず

戸
田　

蔵
人

卒
業　

嫁
に
任
せ
た
お
さ
ん
ど
ん

菊
川　

春
風

再
登
板　

社
会
に
生
き
る
老
い
の
知
恵

黒
田　

如
水

も
う
い
や　

足
腰
よ
り
か
脳
が
先

新
谷　

不
動

や
ら
れ
た
ァ　

信
用
し
て
て
夜
逃
げ
さ
れ

大
倉　

和
人

つ
う
じ
ん　

金
持
ち
の
く
せ
万
引
き
な

鳥
巢
万
年
青

卒
業　

一
生
会
わ
ん
友
も
居
る

森
川
し
を
る
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ホーム最終戦無料招待券

※１枚につき１人限り有効

29　2025. ５　広報やまが



＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（秘書広報課）

■人の動き
人口 120 人減りました 47,756 人
男性 63 人減りました 22,612 人
女性 57 人減りました 25,144 人
世帯数 38 世帯増えました 22,020 世帯

〜14歳 11.2 ％ 5,338 人
15歳〜64歳 49.5 ％ 23,656 人
65歳〜 39.3 ％ 18,762 人

３月末現在 ( 増減は前月末比 )

■
編
集
発
行
　
山
鹿
市
秘
書
広
報
課
広
報
係

　
　
　
　
　
　
〒
861-0592
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やまが職業相談総合センター
　どなたでも仕事探しや職業相談などができる「やまが職業相談総合センター」を
鹿本地域振興局（山鹿市役所北側）１階に開設しています。相談者一人一人に
応じたきめ細かな就労支援を行っています。

開設日時
�平日の午前 10時〜午後５時
（予約制。土・日・祝日、年末年始は休み）

業務内容
�職業相談のほか、適性診断・履歴
書作成支援・面接対策・求人開拓
などを行います。

　上記のほか、たまな若者サポートステーション（厚生労働省・熊本県委託事業）による就労
相談会（15〜 49歳対象）も鹿本地域振興局３階小会議室で実施中です。専門の相談員が対
応します。
開設日時：毎月第１･第３金曜日　午前10時〜午後４時（祝日を除く）
問たまな若者サポートステーション　☎0968(74)0007

たまな若者サポート
ステーションHP

就職でお悩みの人はご相談を！

ジョブカフェ・鹿本ブランチ
☎ (44)7520

開設日時　
�平日の午前９時半〜午後５時（土・日・祝日、
年末年始は休み）

業務内容
�求人情報の閲覧・印刷ができるほ
か、相談員が職業相談や職業紹介
を行います。 ハローワーク菊池

ＬＩＮＥ
ジョブカフェ・
ブランチＨＰ

山鹿市地域職業相談室
☎ (43)1724

問商工政策課　☎(41)5643

あ
と
が
き

★️
年
度
初
め
の
慌
た
だ
し
い
時

期
を
乗
り
越
え
、
少
し
落
ち
着

い
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

５
月
の
連
休
中
も
県
内
外
の
各

所
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
改
め
て
交
通
安
全

に
気
を
配
り
、
気
温
の
上
昇
に

伴
う
熱
中
症
に
も
気
を
付
け
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

４
月
13
日
に
、
山
鹿
温
泉
祭

の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

雨
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、

朝
か
ら
晴
れ
、
多
く
の
人
が
来

場
し
、
活
気
の
あ
る
温
泉
祭
に

な
り
ま
し
た
。
温
泉
の
恵
み

に
感
謝
し
て
湧
出
長
久
を
願
う

「
湯
壽
の
舞
」
と
豊
前
街
道
を

練
り
歩
く
「
御
幸
式
行
列
」
も

二
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
、
皆
さ
ん

の
笑
顔
に
惹
か
れ
て
、
た
く
さ

ん
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。（
陽
）


